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「塙
保
己

一
物
語
」中
兼
久
偉
氏
挿
絵
よ
り

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

保
木
野
村
に
生
ま
れ
る
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七
歳
七
歳
・・
失
明
失
明宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
春

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
春

肝
の
病
（は
し
か
？
）

肝
の
病
（は
し
か
？
）
で
失
明
。

で
失
明
。

桐
渕
と
い
う
藤
岡
（現
藤
岡
市
）
の
眼
医
者

桐
渕
と
い
う
藤
岡
（現
藤
岡
市
）
の
眼
医
者

寅
之
助

寅
之
助

か
ら
か
ら

辰
之
助

辰
之
助

と
改
名

と
改
名

多
聞
房

多
聞
房

池
田
村
修
験
正
覚
房
に
入
門

池
田
村
修
験
正
覚
房
に
入
門

・失
明
の
原
因

・失
明
の
原
因

「は
し
か
に
伴
い
高
熱
を
発
す
る
と
、
子
供
は
食
欲
不
を
起
こ
し
、

「は
し
か
に
伴
い
高
熱
を
発
す
る
と
、
子
供
は
食
欲
不
を
起
こ
し
、

栄
養
補
給
が
で
き
な
く
な
る
。
す
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
欠
乏
か

栄
養
補
給
が
で
き
な
く
な
る
。
す
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
欠
乏
か

ら
体
力
の
衰
え
た
時
期
に
枯
草
菌
と
い
う
細
菌
が
目
に
取
り
つ

ら
体
力
の
衰
え
た
時
期
に
枯
草
菌
と
い
う
細
菌
が
目
に
取
り
つ

き
、
角
膜
軟
化
症
を
起
こ
す
。
こ
の
角
膜
軟
化
症
が
さ
ら
に
進

き
、
角
膜
軟
化
症
を
起
こ
す
。
こ
の
角
膜
軟
化
症
が
さ
ら
に
進

み
ま
す
と
角
膜
が
溶
け
だ
す
の
だ
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

み
ま
す
と
角
膜
が
溶
け
だ
す
の
だ
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

な
っ
て
し
ま
う
と
治
療
が
非
常
に
難
し
い
の
だ
そ
う
で
す

な
っ
て
し
ま
う
と
治
療
が
非
常
に
難
し
い
の
だ
そ
う
で
す

｡｡
」」

東
大
病
院
眼
科
主
任
三
島
教
授
の
推
測

東
大
病
院
眼
科
主
任
三
島
教
授
の
推
測

（（
長
谷
章
久
「塙
保
己

一
と
自
然
」）

長
谷
章
久
「塙
保
己

一
と
自
然
」）
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十
二
歳
・

十
二
歳
・
母
親
の
死
去

母
親
の
死
去

��

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

��

母母

き
よ
き
よ
死
去
死
去

・荻
野
姓

・荻
野
姓

小
野
篁
が
祖
先
、
篁
の
七
代
孫
孝
泰
が
武
蔵
守
、
そ
の
子
義
孝
（義

小
野
篁
が
祖
先
、
篁
の
七
代
孫
孝
泰
が
武
蔵
守
、
そ
の
子
義
孝
（義

隆
と
も
）が
多
摩
郡
横
山
へ
、
そ
の
子
義
兼
、
そ
の
孫
季
兼
が
相
模
へ
、

隆
と
も
）が
多
摩
郡
横
山
へ
、
そ
の
子
義
兼
、
そ
の
孫
季
兼
が
相
模
へ
、

そ
の
孫
季
時
（季
重
、
俊
重
と
も
）が
愛
甲
郡
荻
野
に
住
ん
で
荻
野

そ
の
孫
季
時
（季
重
、
俊
重
と
も
）が
愛
甲
郡
荻
野
に
住
ん
で
荻
野

氏
の
祖
と
な
る
。

氏
の
祖
と
な
る
。

・齋
藤
姓

・齋
藤
姓

母母
き
よ
き
よ

加
美
郡
藤
木
戸
村
齋
藤
理
左
衛
門
の
娘
、

加
美
郡
藤
木
戸
村
齋
藤
理
左
衛
門
の
娘
、

「孝
義
録
」
（寛
政
十
二
年
保
己

一
が
校
正
）
の
利
兵
衛
は
母

「孝
義
録
」
（寛
政
十
二
年
保
己

一
が
校
正
）
の
利
兵
衛
は
母

の
弟
の
弟

松
平
大
和
守
領
分

松
平
大
和
守
領
分

加
美
郡
藤
木
戸
村

加
美
郡
藤
木
戸
村

名
主
齋
藤
利
兵
衛

名
主
齋
藤
利
兵
衛

六
八
歳

六
八
歳

天
明
八
年
（

天
明
八
年
（
一
七
七
八

一
七
七
八
）褒
美

）褒
美

（中
山
信
名
「温
故
堂
塙
先
生
伝
」
）

（中
山
信
名
「温
故
堂
塙
先
生
伝
」
）
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当
時
の
農
家
の
実
態

当
時
の
農
家
の
実
態

大
多
数
の
盲
人
た
ち
は
、
家
族
や
村
落
の
共
同
体

的
な
扶
養
の
中
に
な
か
ば
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
補

助
的
な
農
業
労
働
力
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
た

こ
の
「厄
介
」と
い
わ
れ
た
人
々
の
地
位
を
変
動

さ
せ
る
二
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
農
民
家
族
の
扶
養
能
力
で
あ
り
、

（商
品
経
済
の
浸
透
に
と
も
な
う
こ
う
し
た
農

商
品
経
済
の
浸
透
に
と
も
な
う
こ
う
し
た
農

民
の
階
層
分
解
や
、
経
営
規
模
の
零
細
化
）

民
の
階
層
分
解
や
、
経
営
規
模
の
零
細
化
）

も
う

一
つ
は
農
業
以
外
の
非
農
業
的
な
職
業
の

可
能
性
い
か
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
呪
術
的
宗

教
と
芸
能
、
そ
れ
に
鍼
・按
摩
の
医
業
で
あ
り
ま

す

（「近
世
の
盲
人
と
塙
検
校
」加
藤
康
昭
）

（「近
世
の
盲
人
と
塙
検
校
」加
藤
康
昭
）
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長
沼
依
山
著
「塙
保
己

一
伝
」よ
り

十
五
歳
・
江
戸
へ
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御
宝
箱

銭
二
十
三
文
の
入
っ
た
巾
着

銭
二
十
三
文
の
入
っ
た
巾
着

そ
ば

一
杯
十
六
文

そ
ば

一
杯
十
六
文
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当
時
の
農
家
の
実
態

当
時
の
農
家
の
実
態

大
多
数
の
盲
人
た
ち
は
、
家
族
や
村
落
の
共
同
体

的
な
扶
養
の
中
に
な
か
ば
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
補

助
的
な
農
業
労
働
力
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
た

こ
の
「厄
介
」と
い
わ
れ
た
人
々
の
地
位
を
変
動

さ
せ
る
二
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
農
民
家
族
の
扶
養
能
力
で
あ
り
、

（商
品
経
済
の
浸
透
に
と
も
な
う
こ
う
し
た
農

商
品
経
済
の
浸
透
に
と
も
な
う
こ
う
し
た
農

民
の
階
層
分
解
や
、
経
営
規
模
の
零
細
化
）

民
の
階
層
分
解
や
、
経
営
規
模
の
零
細
化
）

も
う

一
つ
は
農
業
以
外
の
非
農
業
的
な
職
業
の

可
能
性
い
か
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
呪
術
的
宗

教
と
芸
能
、
そ
れ
に
鍼
・按
摩
の
医
業
で
あ
り
ま

す

（「近
世
の
盲
人
と
塙
検
校
」加
藤
康
昭
）

（「近
世
の
盲
人
と
塙
検
校
」加
藤
康
昭
）
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十
三
と
い
ふ
と
し

十
三
と
い
ふ
と
し
のの
春

（宝
暦
十
年
庚
辰
三
月
）
父

春

（宝
暦
十
年
庚
辰
三
月
）
父
に
請
に
請

てて
絹
商
絹
商

（此
絹
商
は
江
戸
へ
出
て
、
与
力
の
株
を

（此
絹
商
は
江
戸
へ
出
て
、
与
力
の
株
を
買
て
買
て
、
後
遂
に

、
後
遂
に

町
奉
行
ま
で
昇
進

町
奉
行
ま
で
昇
進
り
て
り
て
、
根
岸
肥
前
守
と

、
根
岸
肥
前
守
と
いい
ひ
し
人
也
、

ひ
し
人
也
、

さ
て
此
連
れ
立
て
江
戸
ま
で
く
る
途
中
に
て
、
大
人
と

さ
て
此
連
れ
立
て
江
戸
ま
で
く
る
途
中
に
て
、
大
人
と

互
に
名
の
挙
げ
く
ら
べ
せ
ん
と
約
さ
れ

互
に
名
の
挙
げ
く
ら
べ
せ
ん
と
約
さ
れ
し
と
ぞ

し
と
ぞ
））

と
共
に
東
都
に
至
り
雨
富
検
校
須
賀

一
が
門
人
と
な
り
、

と
共
に
東
都
に
至
り
雨
富
検
校
須
賀

一
が
門
人
と
な
り
、

彼
家
に
寄
宿
し
名
を
千
弥
と

彼
家
に
寄
宿
し
名
を
千
弥
と
改
り
改
り
。。

（中
山
信
名
「温
故
堂
塙
先
生
伝
」）

（中
山
信
名
「温
故
堂
塙
先
生
伝
」）

「忠
韶
写
本
」
の
影
写
本
で
は
明
ら
か
に
欄
外

「忠
韶
写
本
」
の
影
写
本
で
は
明
ら
か
に
欄
外

へ
の
書
き
加
え
で
あ
る
。

へ
の
書
き
加
え
で
あ
る
。
斉
藤
氏
も
、
そ
の
筆

斉
藤
氏
も
、
そ
の
筆

跡
を

「校
訂
者
栗
田
の
筆
跡
で
も
、

跡
を

「校
訂
者
栗
田
の
筆
跡
で
も
、
忠
韶
の

忠
韶
の

ひ
っ
ひ
っ
せ
き
で
も
な
い
。
」

せ
き
で
も
な
い
。
」

絹
商
人
・根
岸
肥
前
守
に
つ
い
て

絹
商
人
・根
岸
肥
前
守
に
つ
い
て
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『『
温
故
堂
塙
先
生
伝

温
故
堂
塙
先
生
伝
』』
の
中
に
は
こ
の
時
の
絹
商
人
は
江
戸
へ
の
途
次
、

の
中
に
は
こ
の
時
の
絹
商
人
は
江
戸
へ
の
途
次
、

辰
之
助
と
の
話
の
中
で
「
二
人
で
こ
れ
か
ら
出
世
競
争
を
し
よ
う
で
は

辰
之
助
と
の
話
の
中
で
「
二
人
で
こ
れ
か
ら
出
世
競
争
を
し
よ
う
で
は
なな

い
か
」と
語
り
か
け
た
と
言
い
、
果
せ
る
か
な
こ
の
人
が
後
に
幕
府
の
経

い
か
」と
語
り
か
け
た
と
言
い
、
果
せ
る
か
な
こ
の
人
が
後
に
幕
府
の
経

済
官
僚
と
し
て
勘
定
奉
行
に
進
み
、
次
い
で
町
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た

済
官
僚
と
し
て
勘
定
奉
行
に
進
み
、
次
い
で
町
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
根
岸
根
岸

肥
前
守
鎮
衛

肥
前
守
鎮
衛((
や
す
も
り

や
す
も
り))

で
あ
っ
た
と
い
う

一
節
が
あ
る
。

で
あ
っ
た
と
い
う

一
節
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
い
ま
で
は
異
説
と
考
え
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
よ

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
い
ま
で
は
異
説
と
考
え
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
よ

う
で
あ
る
。

う
で
あ
る
。

根
岸
家

根
岸
家衛

尚
衛
尚((

も
り
な
お

も
り
な
お) ) 

文
昭
院
殿
（六
代
将
軍
家
宣
）に
仕
え
た
て
ま
つ
り

文
昭
院
殿
（六
代
将
軍
家
宣
）に
仕
え
た
て
ま
つ
り

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）御
供
の
列
に
あ
り

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）御
供
の
列
に
あ
り
てて
御
家
人
に

御
家
人
に

正
徳
元
年

正
徳
元
年

五
十
俵
を
加
へ
ら
れ
、

五
十
俵
を
加
へ
ら
れ
、

正
徳
四
年

正
徳
四
年

二
十
俵
を
加
増
あ
り
、
旧
禄
を
合
せ
て

二
十
俵
を
加
増
あ
り
、
旧
禄
を
合
せ
て
百
五
十
俵

百
五
十
俵

衛
忠
（も
り
た
だ
）

衛
忠
（も
り
た
だ
）

享
保
六
年
（
一
七
二

一
）に
勘
定
に
列
し
、

享
保
六
年
（
一
七
二

一
）に
勘
定
に
列
し
、

寛
保
三
年

寛
保
三
年

代
官
に
転
出

代
官
に
転
出

衛
規
（も
り
の
り
）

衛
規
（も
り
の
り
）

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）九
月
に
九
代
将
軍
家
重
に
拝
謁

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）九
月
に
九
代
将
軍
家
重
に
拝
謁

宝
暦
八
年

宝
暦
八
年

三
月
に
わ
ず
か
三
十
歳
で
死
去
し
た
。

三
月
に
わ
ず
か
三
十
歳
で
死
去
し
た
。

鎮
衛
（や
す
も
り
）

鎮
衛
（や
す
も
り
）

安
生
定
洪
（あ
ん
じ
ょ
う
さ
だ
ひ
ろ

安
生
定
洪
（あ
ん
じ
ょ
う
さ
だ
ひ
ろ))

の
三
男

の
三
男

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
二
二
歳
の
と
き
根
岸
衛
規

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
二
二
歳
の
と
き
根
岸
衛
規((

も
り
の
り

も
り
の
り))

の
養
子

の
養
子
。。

根
岸
肥
前
守
鎮
衛

根
岸
肥
前
守
鎮
衛((

や
す
も
り

や
す
も
り))

宝
暦
十
年
こ
ろ
は
す
で
に
武

宝
暦
十
年
こ
ろ
は
す
で
に
武

士
身
分
で
あ
る
。

士
身
分
で
あ
る
。

（塙
記
念
館
所
蔵
文
書

（塙
記
念
館
所
蔵
文
書

児
玉
町
史
編
纂
委
員
会
）

児
玉
町
史
編
纂
委
員
会
）
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保
木
野
村
は
青
柳
郷
と
唱

保
木
野
村
は
青
柳
郷
と
唱
ふふ
、
庄
名
前
村
に
同
じ
（若

、
庄
名
前
村
に
同
じ
（若

泉
庄
）
江
戸
よ
り
の
行
程
二
十
二
里
、
民
戸
五
十
余
、
東

泉
庄
）
江
戸
よ
り
の
行
程
二
十
二
里
、
民
戸
五
十
余
、
東

は
八
幡
山
町
・上
真
下
村
、
南
は
田
端
村
、
西
は
新
里
村

は
八
幡
山
町
・上
真
下
村
、
南
は
田
端
村
、
西
は
新
里
村

、
北
は
賀
美
郡
八
日
市
村
な
り
、
東
西
八
丁
程
南
北
五
丁

、
北
は
賀
美
郡
八
日
市
村
な
り
、
東
西
八
丁
程
南
北
五
丁

許
、
用
水
は
九
郷
用
水
の
組
合
な
り
、

許
、
用
水
は
九
郷
用
水
の
組
合
な
り
、

当
村
に
て
は
伝
へ
ざ
れ

当
村
に
て
は
伝
へ
ざ
れ
ど
も
永

ど
も
永
禄
の
頃
は
、
用
土
新
左
衛

禄
の
頃
は
、
用
土
新
左
衛

門
が
知
行
た
り
し
こ
と
、
榛
沢
郡
用
土
村
に
出
せ
る
北
条

門
が
知
行
た
り
し
こ
と
、
榛
沢
郡
用
土
村
に
出
せ
る
北
条

氏
康
・氏
政
等
の
文
書
に
見
え
た
り
、
寛
永
の
頃
は
南
條

氏
康
・氏
政
等
の
文
書
に
見
え
た
り
、
寛
永
の
頃
は
南
條

金
左
衛
門
が
御

金
左
衛
門
が
御
代
官
所

代
官
所
な
り
し
が
、
其
後

な
り
し
が
、
其
後
永
嶋
百
助

永
嶋
百
助
に
賜
に
賜

ひひ
今
子
孫
長
兵
衛
に

今
子
孫
長
兵
衛
に
及
べ
り

及
べ
り

（新
編
武
蔵
風
土
記
稿
）

（新
編
武
蔵
風
土
記
稿
）

旗
本
永
島
氏
と
の
関
係

旗
本
永
島
氏
と
の
関
係



2008/3/132008/3/13 9595

保
木
野
村
を
知
行
し
た
旗
本

保
木
野
村
を
知
行
し
た
旗
本

永
嶋
氏

永
嶋
氏

嘉
林
嘉
林((

よ
し
も
と

よ
し
も
と))

（刑
部
左
衛
門
）

（刑
部
左
衛
門
）

嘉
高
嘉
高((

よ
し
た
か

よ
し
た
か))
（（百
助
百
助
））

墨
林
墨
林((

す
み
も
と

す
み
も
と))

（次
郎
太
郎
）

（次
郎
太
郎
）

恭
林
恭
林((

ゆ
き
も
と

ゆ
き
も
と) ) 

「宝
暦
六
年
九
月
二
十
日
家
を
継
ぐ
」

「宝
暦
六
年
九
月
二
十
日
家
を
継
ぐ
」

恭
當
恭
當((

ゆ
き
ま
さ

ゆ
き
ま
さ))（（『『寛

政
重
修
諸
家
譜

寛
政
重
修
諸
家
譜
』』
））

保
己

一
が
江
戸
へ
出
た
宝
暦
八
年

保
己

一
が
江
戸
へ
出
た
宝
暦
八
年
？？
（
一
七
五
八
）

（
一
七
五
八
）

か
ら
十
年
こ
ろ
、
永
嶋
家
の
当
主
は

か
ら
十
年
こ
ろ
、
永
嶋
家
の
当
主
は
恭
林
恭
林((

ゆ
き
も
と

ゆ
き
も
と))

で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た
。

保
己

一
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
不
明

保
己

一
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
不
明
。。


